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は
じ
め
に

近
頃
、
同
じ
車
両
、
同
じ
景
色
の
繰
り
返

し
の
鉄
道
通
勤
の
中
で
、
奇
抜
な
デ
ザ
イ
ン

や
塗
装
の
列
車
に
出
会
う
こ
と
が
あ
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
車
両
や
車
内
で

飲
食
を
楽
し
め
る
車
両
を
用
い
た
観
光
列
車

を
、
な
ぜ
、
鉄
道
事
業
者
は
走
ら
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
観
光
列
車
は
、
鉄

道
経
営
に
と
っ
て
ど
ん
な
影
響
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
大
手
民
鉄
を
中
心
に
、
観
光
列
車

の
昔
を
回
顧
し
、
今
を
紹
介
し
将
来
展
望
を

語
る
こ
と
に
し
た
い
。

観
光
列
車
の
定
義

観
光
列
車
に
は
、
法
令
や
公
刊
統
計
に
お

け
る
定
義
や
分
類
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所（

注
１
）は

、
観
光
列
車
を
「
内

外
装
を
凝
ら
し
、
味
覚
を
楽
し
み
な
が
ら
旅

行
が
出
来
る
な
ど
、
乗
る
こ
と
自
体
を
目
的

に
し
た
列
車
」
と
定
義
し
て
い
る
。
国
鉄
の

長
距
離
列
車
に
は
食
堂
車
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

車
、
展
望
車
な
ど
が
古
く
か
ら
存
在
し
て
い

た
が
、
そ
れ
ら
は
旅
行
の
道
中
の
便
宜
を
図

る
車
両
で
あ
り
、
車
両
見
学
や
飲
食
、
歓
談

自
体
が
乗
車
目
的
で
は
な
い
の
で
、
観
光
列

車
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
定
義
に
ふ
さ
わ
し

い
列
車
の
例
は
、
復
活
し
た
蒸
気
列
車
で
あ

ろ
う
。
国
鉄
が
１
９
８
０
年
代
に
運
行
を
始

め
た
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
ト
レ
イ
ン
の
別
名
が
あ

る
貸
切
団
体
客
向
け
の
固
定
編
成
列
車
も
そ

の
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、
国
鉄
の
ジ
ョ
イ
フ

ル
ト
レ
イ
ン
は
、
国
鉄
時
代
も
分
割
民
営
化

後
も
、
そ
れ
自
体
を
売
る
よ
り
、
貸
切
団
体

客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
分
と
し
て
の
使
わ

れ
方
が
主
流
で
あ
っ
た
。

一
方
、
観
光
列
車
を
広
く
定
義
す
る
な
ら

ば
、
①
主
な
利
用
者
が
観
光
客
で
あ
る
列

車
、
②
観
光
客
に
便
利
な
区
間
や
時
間
帯
に

運
行
す
る
列
車
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ

れ
だ
け
な
ら
ば
、
有
名
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ

ス
区
間
を
運
行
す
る
も
の
が
観
光
列
車
に

な
っ
て
し
ま
う
が
、
観
光
列
車
を
名
乗
る
に

は
、
観
光
客
向
け
の
何
ら
か
の
付
加
価
値
が

さ
ら
に
必
要
で
あ
る
。
特
別
な
内
外
装
の
車

両
で
は
な
く
、
汎
用
性
の
あ
る
車
両
で
あ
っ

て
も
、
列
車
に
愛
称
を
付
け
、
ヘ
ッ
ド
マ
ー

ク
を
掲
げ
て
走
行
す
れ
ば
、
立
派
な
観
光
列

車
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
列
車
は
、
昔
か
ら

多
く
の
事
業
者
で
週
末
や
学
校
の
長
期
休
暇

期
間
、
沿
線
行
事
の
あ
る
日
に
運
行
さ
れ
て

い
る
。
特
別
な
愛
称
や
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
の
付

い
た
列
車
は
、
鉄
道
事
業
者
に
宣
伝
媒
体
と

し
て
の
効
果
を
与
え
、
愛
称
は
乗
客
に
と
っ

て
わ
か
り
や
す
く
、
乗
っ
て
み
た
い
と
い
う

欲
望
を
高
め
、
旅
行
後
の
楽
し
い
記
憶
に
残

る
は
ず
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
観
光
列
車
を

広
く
定
義
す
る
立
場
で
論
じ
た
い
。

観
光
に
お
け
る
鉄
道
の
位
置
付
け

観
光
の
楽
し
み
（
満
足
、
効
用
）
は
、
自

宅
を
出
発
し
て
か
ら
観
光
地
を
巡
っ
て
帰
宅

す
る
ま
で
の
全
行
程
で
発
生
す
る
。
観
光
に

出
か
け
る
か
ど
う
か
は
、
全
行
程
で
予
想
さ

れ
る
満
足
度
と
観
光
旅
行
の
金
銭
費
用
お
よ

び
行
程
の
時
間
数
と
の
関
係
で
決
ま
る
。
一

従来の優等列車サービスとは性格を異にする
「観光列車」が相次いで登場している。
これまで、鉄道は観光地へのアクセス手段として機能してきたが、　
新たに登場した観光列車は、鉄道自体が観光対象となっている。
なぜ今、観光列車なのか。その歴史をたどり、
鉄道が果たし得る地域振興への役割、将来展望を考察する。
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般
に
、
交
通
は
観
光
地
へ
の
手
段
と
し
て
観

光
行
動
、
観
光
現
象
の
一
部
を
構
成
す
る
派

生
的
性
格
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
観
光
交
通
需
要
は
、
観
光
地
で

自
然
や
歴
史
遺
産
な
ど
を
楽
し
む
（
本
源
需

要
）
た
め
の
派
生
需
要
と
み
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
自
体
が
観

光
の
目
的
で
あ
り
、
観
光
の
本
源
需
要
と
な

る
こ
と
が
あ
る
。

東
京
か
ら
箱
根
を
例
に
往
復
の
ア
ク
セ
ス

交
通
の
位
置
付
け
を
考
え
よ
う
。
大
半
の
観

光
客
に
と
っ
て
小
田
急
乗
車
は
派
生
需
要
で

あ
る
が
、「
箱
根
に
行
き
た
い
か
ら
小
田
急

と
箱
根
登
山
鉄
道
に
乗
る
の
で
は
な
く
、
小

田
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
に
乗
り
た
い
か
ら
、
つ

い
で
に
箱
根
へ
行
く
」
と
い
う
需
要
も
存
在

し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
客
が
観
光
客
に
占

め
る
割
合
は
小
さ
く
て
も
、
鉄
道
フ
ァ
ン
を

お
客
さ
ま
と
し
て
無
視
で
き
な
い
。
箱
根
観

光
で
、
箱
根
周
遊
と
往
復
の
鉄
道
は
ど
ち
ら

も
観
光
対
象
で
あ
り
、
観
光
全
体
に
占
め
る

そ
れ
ぞ
れ
の
重
要
度
が
個
々
人
で
違
っ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
箱
根
の
風
景
や
温
泉
と
小

田
急
は
対
立
や
競
合
す
る
も
の
で
は
な
く
、

互
い
の
魅
力
を
相
乗
し
て
箱
根
観
光
の
満
足

度
を
高
め
る
と
い
う
意
味
で
、
補
完
関
係
に

あ
る
。

観
光
全
体
に
占
め
る
観
光
列
車
の
位
置
付

け
は
、
第
一
に
、
観
光
列
車
の
観
光
対
象
と

し
て
の
魅
力
度
で
決
ま
る
。
蒸
気
列
車
は
魅

力
度
が
高
く
、
そ
れ
だ
け
で
観
光
客
を
呼
べ

る
観
光
資
源
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
列
車

は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
の
魅
力
が
高
け
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
を
利
用
す
る
客
を
多
く
獲
得

で
き
る
。
し
か
し
、
多
く
の
観
光
列
車
は
、

目
的
地
の
観
光
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る
ア

シ
ス
タ
ン
ト
の
役
割
で
あ
る
。

目
的
の
観
光
地
の
魅
力
と
観
光
列
車
の
比

較
も
重
要
で
あ
る
。
世
界
有
数
の
観
光
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
列
車
で
あ
れ
ば
、
列
車
自
体
の

魅
力
は
観
光
客
に
と
っ
て
そ
れ
ほ
ど
重
要
で

は
な
い
。
鉄
道
事
業
者
が
こ
の
区
間
に
投

資
を
し
て
特
別
な
観
光
列
車
を
運
行
し
て

も
、
集
客
力
は
そ
れ
ほ
ど
高
ま
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
逆
に
、
有
名
観
光
地
が
な
い
路
線
で

は
、
観
光
客
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
列
車
が
集
客

に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。

観
光
列
車
の
昔

地
域
内
旅
客
輸
送
に
特
化
し
た
日
本
の
民

鉄
は
、
誕
生
時
か
ら
観
光
需
要
の
取
り
込
み

に
力
を
入
れ
て
い
た
。
職
住
分
離
が
進
ん
で

お
ら
ず
、
大
量
の
通
勤
通
学
客
が
い
な
か
っ

た
20
世
紀
前
半
は
、
現
在
以
上
に
観
光
客
の

誘
致
が
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。戦

後
復
興
が
進
ん
だ
１
９
５
０
年
代
、
１

９
６
０
年
代
に
は
、
民
鉄
沿
線
の
観
光
地
が

大
都
市
住
民
の
安
価
で
手
軽
な
レ
ジ
ャ
ー
の

目
的
地
と
し
て
繁
栄
し
て
い
っ
た
。
汎
用
車

両
を
用
い
た
ハ
イ
キ
ン
グ
や
海
水
浴
客
の
利

便
を
図
る
愛
称
付
き
の
列
車（

注
２
）の

運
転
が
盛
ん

で
あ
っ
た
（
次
ペ
ー
ジ
写
真
２
）。
観
光
と

縁
が
薄
そ
う
な
東
急
東
横
線
で
も
、
当
時
、

京
浜
急
行
に
接
続
し
て
逗
子
海
岸
へ
向
か
う

海
水
浴
客
向
け
急
行
「
さ
ざ
な
み
」、
沿
線

の
温
泉
へ
の
ア
ク
セ
ス
急
行
「
綱
島
」
な
ど

写真１ 近鉄吉野線、吉野川橋梁を渡る「青の交響曲」（提供 近畿日本鉄道）

（注２）大手民鉄の1950 〜 1970年代の愛称付き列車は、「私鉄倶楽部『私鉄のネームドトレイン PART 1』」
（『鉄道ファン』1983 年 5月号）に詳しく紹介されている。
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が
運
転
さ
れ
た
。

１
９
５
０
年
代
後
半
か
ら
１
９
６
０
年
代

初
め
に
、
追
加
料
金
の
必
要
な
観
光
特
急
が

進
化
を
遂
げ
る
。
東
武
、
小
田
急
、
近
鉄
、

南
海
の
新
型
車
両
は
、
走
行
性
能
の
進
化

に
加
え
、
内
外
装
に
趣
向
を
凝
ら
し
、
明
る

い
未
来
を
象
徴
し
て
「
乗
っ
て
み
た
い
」
と

の
本
源
需
要
を
引
き
出
す
も
の
で
あ
っ
た
。

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
・
喫
茶
室
、
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク

ス
の
あ
る
サ
ロ
ン
室
（
写
真
３
）
の
よ
う
な
、

輸
送
力
を
犠
牲
に
し
て
乗
客
に
楽
し
み
を
提

供
す
る
「
遊
び
」
の
要
素
を
備
え
た
車
両
が

製
造
さ
れ
た
。
他
に
も
、
京
成
電
鉄
開
運
号

の
テ
レ
ビ
カ
ー
や
近
鉄
特
急
車
両
の
シ
ー
ト

ラ
ジ
オ
の
よ
う
な
、
旅
行
を
楽
し
く
す
る
設

備
が
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
汎
用
車
両
に
よ
る
観
光

列
車
の
運
行
は
減
少
し
て
い
く
。

需
要
面
で
は
、
自
家
用
車
が
普
及

し
て
、
家
族
や
グ
ル
ー
プ
の
郊
外

へ
の
旅
行
で
鉄
道
利
用
が
減
り
、

観
光
列
車
の
集
客
力
が
低
下
し
て

い
っ
た
。
人
気
の
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー

ト
が
、
沖
縄
な
ど
の
沿
線
外
や
海

外
に
移
っ
て
い
っ
た
。
供
給
面
で

は
、
通
勤
通
学
の
た
め
の
輸
送
力

増
強
に
よ
っ
て
、
定
期
列
車
だ
け

で
十
分
な
輸
送
力
が
確
保
さ
れ
た

こ
と
や
、
ダ
イ
ヤ
密
度
が
高
ま
り

速
達
の
臨
時
列
車
を
運
行
し
に
く

く
な
っ
た
こ
と
が
理
由
に
挙
げ
ら

れ
る
。

有
料
特
急
車
両
の
増
備
は
続
い

た
が
、
輸
送
以
外
の
遊
び
の
要
素

が
少
な
く
な
り
、
通
勤
や
ビ
ジ
ネ
ス
輸
送
と

の
汎
用
性
を
重
視
す
る
設
計
に
変
化
し
て
き

た
。１

９
９
０
年
前
後
の
バ
ブ
ル
経
済
時
代
に

も
、
バ
ブ
ル
を
象
徴
す
る
よ
う
な
観
光
列
車

は
登
場
し
な
か
っ
た
。
大
手
民
鉄
は
通
勤
通

学
輸
送
対
策
に
精
力
を
注
ぎ
、
観
光
輸
送
は

相
対
的
な
重
要
度
を
下
げ
て
い
た
。
汎
用
性

が
な
く
用
途
が
限
定
さ
れ
る
車
両
を
持
ち
た

く
な
い
、
不
要
不
急
と
見
な
さ
れ
る
車
両
を

持
つ
と
運
賃
査
定
に
マ
イ
ナ
ス
と
の
危
惧
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
右
肩
上
が
り
の

経
済
成
長
の
終
え
ん
と
運
賃
収
入
の
停
滞

は
、
費
用
節
約
の
優
先
順
位
を
上
げ
て
、
短

期
の
収
支
率
向
上
に
つ
な
が
り
に
く
い
観
光

列
車
に
と
っ
て
向
か
い
風
と
な
っ
た
。

観
光
列
車
の
今

大
手
民
鉄
が
、
観
光
資
源
と
し
て
の
鉄
道

に
再
注
目
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
２
０
１
０

年
代
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
と
大
都
市
圏
外
民
鉄
が

行
っ
た
、
列
車
自
体
を
観
光
資
源
と
す
る
試

み
や
実
験
を
、
大
手
民
鉄
が
取
り
入
れ
始
め

た
。
２
０
０
９
年
に
運
行
開
始
の
南
海
電
鉄

「
天
空
」（
写
真
４
）
が
、
大
手
民
鉄
で
最
初

の
新
し
い
観
光
列
車
で
あ
る
。
列
車
の
タ
イ

プ
は
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
。

・
観
光
列
車
専
用
の
豪
華
車
両
で
供
食
サ 

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
列
車
：
西
武 

旅
す
る
レ

ス
ト
ラ
ン
「
52
席
の
至
福
」（
西
武
）、T

H
E 

RO
Y

A
L EX

PRESS

（
東
急
）
し
ま
か

ぜ
（
近
鉄
）、
青
の
交
響
曲
（
近
鉄
）、T

H
E 

RA
IL K

IT
CH

EN
 CH

IK
U

GO

（
西
鉄
）

・
奇
抜
な
内
装
の
車
両
と
車
窓
の
景
観
を
楽

し
む
こ
と
に
重
点
を
お
く
列
車
：
天
空
（
南

海
）、
つ
ど
い（
近
鉄
）、
京
と
れ
い
ん
雅
洛

（
阪
急
）

・
汎
用
性
を
残
す
も
の
の
、
奇
抜
な
内
外
装

で
観
光
客
を
引
き
付
け
る
列
車
（
主
に
定
期

列
車
に
運
用
）：
め
で
た
い
で
ん
し
ゃ
（
南

海
）、
水
都
（
西
鉄
）、
旅
人
（
西
鉄
）

・
汎
用
車
両
で
の
供
食
の
奇
抜
さ
を
売
る
列

車
：
ビ
ー
ル
de
電
車
（
京
阪
）、
お
で
ん
de

電
車
（
京
阪
）

・
蒸
気
列
車
：
Ｓ
Ｌ
大
樹
（
東
武
）

こ
れ
ら
す
べ
て
に
共
通
す
る
点
は
、
駅
や

車
内
で
楽
し
め
る
企
画
の
提
供
で
あ
る
。
列

車
内
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
移
り
ゆ
く
景
色
を
眺

望
し
な
が
ら
の
食
事
は
、
列
車
で
し
か
得
ら

れ
な
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
西
武
と
西
鉄
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
上
記
列
車
の
予
約
状
況
を

調
べ
て
み
る
と
、
景
色
が
見
ら
れ
る
ラ
ン
チ

が
夜
の
運
行
の
デ
ィ
ナ
ー
よ
り
売
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
駅
で
は
、
観
光
列
車
の
車

体
や
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
撮
影
す
る
人
た
ち
や

車
内
を
の
ぞ
い
て
い
る
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い

（
写
真
５
）、「
今
日
、
乗
ら
な
く
て
も
い
つ

か
観
光
列
車
に
乗
っ
て
み
た
い
」
人
た
ち
の

注
目
を
浴
び
る
。

一
方
、
観
光
列
車
に
乗
車
し
て
い
る
と
、

車
内
の
沿
線
紹
介
の
ポ
ス
タ
ー
や
名
産
品
の

展
示
を
見
て
回
る
客
は
目
立
た
な
い
。
観
光

列
車
の
一
番
の
楽
し
み
は
、
車
内
の
写
真
や

説
明
文
を
見
る
よ
り
、
景
色
を
見
な
が
ら
の

歓
談
な
の
だ
ろ
う
。

観
光
列
車
が
増
え
て
い
る
背
景
は
何
だ
ろ

う
か
。
関
西
民
鉄
で
は
、
長
期
の
輸
送
量
減

少
に
よ
り
ピ
ー
ク
の
輸
送
密
度
が
１
９
６
０

年
代
の
レ
ベ
ル
に
下
が
り
、
輸
送
力
増
強
に

精
力
を
注
ぐ
必
要
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
運

賃
・
料
金
収
入
を
増
や
す
た
め
に
、
新
た
な

写真２ 車庫で待機中の京浜急行のハイキング特急。正面に列車の愛称を大きく表示している
（提供 京浜急行電鉄）

写真３ 1960 年に運行を開始した東武特急 1720 系の運行開始当時
のサロン室（提供 東武博物館）
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サ
ー
ビ
ス
を
新
た
な
客
層
に
提
供
す
る
こ
と

が
目
標
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
観

光
で
あ
る
。
関
東
民
鉄
に
は
輸
送
力
増
強
の

課
題
が
継
続
し
て
い
る
が
、
観
光
に
目
を
向

け
る
余
裕
が
出
て
き
て
い
る
。
需
要
面
で

は
、
年
金
生
活
世
代
の
人
口
増
、
訪
日
外
国

人
の
増
加
の
二
つ
が
、
観
光
需
要
の
増
加
を

期
待
さ
せ
る
。
施
設
面
で
は
、
余
剰
車
両
の

発
生
や
車
庫
の
余
裕
で
、
稼
働
率
の
低
い
車

両
を
容
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

将
来
に
向
け
て

趣
向
を
凝
ら
し
た
観
光
列
車
は
、
ど
こ
で

も
走
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
成
功
例
を

追
っ
た
類
似
列
車
が
次
々
と
登
場
す
る
わ
け

で
も
な
い
。
使
用
す
る
ほ
と

ん
ど
の
車
両
は
新
造
で
は
な

く
、
既
存
車
両
の
改
造
で
費

用
を
抑
え
て
い
る
。
観
光
列

車
だ
け
で
短
期
に
輸
送
収
益

を
上
げ
る
こ
と
へ
の
不
安
が

事
業
者
に
は
あ
る
は
ず
だ
。

観
光
収
入
に
影
響
す
る
要
因

は
多
種
多
様
で
、
観
光
列
車

と
企
業
グ
ル
ー
プ
全
体
の
収

益
と
の
関
連
は
わ
か
り
に
く

い
。
た
と
え
収
益
を
上
げ
て

も
、
大
手
民
鉄
の
事
業
規
模

か
ら
み
て
大
き
な
額
に
は
な

ら
な
い
。
観
光
列
車
の
意
義

は
、
民
鉄
経
営
の
基
本
で
あ

る
「
沿
線
価
値
の
向
上
」
で

あ
り
、
短
期
で
は
利
益
を
上

げ
な
く
て
も
、
沿
線
の
イ

メ
ー
ジ
と
経
済
力
を
高
め
、

定
住
人
口
や
交
流
人
口
を
増

や
す
と
い
う
長
期
の
視
点
で

の
価
値
を
見
い
だ
す
こ
と
で

あ
ろ
う
。

観
光
列
車
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
る
原
動
力
は
、
沿
線
の

市
町
村
や
観
光
業
界
の
支
援
の
拡
大
で
あ

る
。
観
光
列
車
に
よ
っ
て
、
沿
線
の
観
光
業

界
が
観
光
客
や
観
光
消
費
の
増
加
の
恩
恵

（
外
部
効
果
）
を
受
け
る
。
一
般
に
、
観
光

業
界
を
構
成
す
る
の
は
多
数
の
中
小
事
業
者

で
あ
る
。
当
該
地
域
の
観
光
業
界
の
中
で
、

大
手
民
鉄
は
傑
出
し
た
人
材
と
資
金
力
を

持
っ
て
い
る
。
中
小
観
光
事
業
者
は
、
大
手

民
鉄
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
動
に
期
待
す

る
。
し
か
し
、
多
額
の
初
期
投
資
や
そ
の
リ

ス
ク
を
鉄
道
事
業
者
だ
け
が
負
う
の
で
あ
れ

ば
、
観
光
列
車
へ
の
積
極
的
な
投
資
が
難
し

く
な
る
。

大
都
市
圏
外
の
鉄
道
に
は
十
分
な
資
金
力

が
な
い
。
こ
れ
ら
事
業
者
の
観
光
列
車
に

は
、
地
元
の
市
町
村
や
観
光
業
界
に
、
人
材

や
資
金
援
助
が
求
め
ら
れ
る
。
地
元
に
は
観

光
列
車
が
成
功
し
な
い
と
鉄
道
存
続
が
困
難

と
の
危
機
感
が
あ
り
、
要
請
に
協
力
す
る
。

そ
れ
に
対
し
、
大
手
民
鉄
路
線
で
は
、
地

元
は
鉄
道
事
業
者
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
と

の
思
い
が
あ
ろ
う
。
東
武
の
Ｓ
Ｌ
大
樹
に
乗

務
す
る
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
は
日
光
市
観
光
協
会

の
職
員
で
あ
る
。
観
光
協
会
は
人
材
の
提
供

で
東
武
に
協
力
し
て
い
る
が
、
人
件
費
は
東

武
が
観
光
協
会
に
委
託
料
を
支
払
う
。
観
光

列
車
運
行
に
合
わ
せ
て
外
部
効
果
に
相
応
す

る
費
用
負
担
を
地
域
に
求
め
る
こ
と
で
、
観

光
列
車
の
実
現
可
能
性
が
広
が
る
。

地
域
に
特
に
求
め
た
い
の
は
、
観
光
列
車

の
車
内
イ
ベ
ン
ト
、
駅
周
辺
の
景
観
や
観
光

施
設
の
整
備
に
よ
っ
て
、
自
家
用
車
や
貸
切

バ
ス
よ
り
も
鉄
道
で
来
れ
ば
よ
り
楽
し
く
な

る
観
光
プ
ラ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

鉄
道
は
、
観
光
振
興
の
た
め
に
地
域
全
体
の

力
を
集
め
る
シ
ン
ボ
ル
に
な
れ
る
は
ず
で
あ

る
。最

後
に
鉄
道
フ
ァ
ン
か
ら
の
夢
を
述
べ
る

と
、
事
業
者
間
の
相
互
乗
り
入
れ
の
拡
大
で

あ
る
。
観
光
客
は
ビ
ジ
ネ
ス
客
よ
り
乗
り
換

え
抵
抗
が
大
き
い
。
他
社
の
看
板
車
両
の
乗

り
入
れ
の
意
外
性
に
観
光
客
は
注
目
す
る
。

新
し
い
試
み
と
し
て
、
横
浜

－

伊
豆
急
下

田
間
を
走
るT

H
E RO

Y
A

L EX
PRESS

が
、
２
０
２
０
年
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
路
線
を

運
行
す
る
。
Ｊ
Ｒ
会
社
間
で
も
観
光
列
車
の

他
社
乗
り
入
れ
が
な
い
中
で
、
そ
の
成
果
に

期
待
し
た
い
。
民
鉄
間
で
も
例
え
ば
、
西
鉄

の
レ
ス
ト
ラ
ン
列
車
が
京
阪
神
圏
や
首
都
圏

で
走
っ
た
ら
、
ど
ん
な
反
響
が
あ
る
だ
ろ
う

か
。
事
業
者
間
で
異
な
る
複
雑
な
シ
ス
テ
ム

へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
が
、
観
光
客
へ
夢

を
提
供
す
る
列
車
の
誕
生
に
期
待
し
た
い
。

写真４ 南海電鉄「天空」の外観と車内。既存車
両を改造している。観光列車に使われる車両は、
内装に木製品を使うことが多い（提供 左：織本
知之 右：筆者）

写真５ 近鉄京都駅で「しまかぜ」を撮影する人たち（提供 筆者）


